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は じ め に

平成 30 年度大磯町郷土資料館年報を刊行いたします。

平成 30 年度に入り、平成 29 年度から公開が始まった旧吉田茂邸関連事業も 2 年目となりました。

公開初年度は、観覧者数が 10 万人超を達した旧吉田茂邸ですが、2 年目に入ると来邸に落ち着きが

見られ、事業としては安定した状態になったと評価しています。旧吉田茂邸の運営については、博物

館機能を前提として、将来的に安定した運営を行っていくためには、さらなる付加価値を見出す必要

があります。初年度から実施している「決断に特化した旧吉田茂邸独自イベント」は、その可能性の

一つを探る事業でもあり、平成 30 年度は 5 つの行事を行いました。

郷土資料館は、開館 30 年を迎え、30 周年記念として企画展 2 本、ミニ企画展 1 本を行いました。

また、明治 150 年として、大磯に展開した自由民権運動に注目し、激変する社会を支えた地域の功

労者を紹介しました。いずれも地域の総合博物館として実施することができた、郷土資料館独自の企

画でした。

旧吉田茂邸の運営については、まだ、模索が続いていますが、今後も地域の総合博物館として、郷

土資料館の強みを活かした事業を進めてまいりますので、引き続き、当館の事業にご理解・ご協力を

お願いいたします。

大磯町郷土資料館
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大磯町郷土資料館運営

■ 組織および職員

教　育　長 教育部長 生涯学習課長 郷土資料館
副  主  幹／学芸員 北 水　 慶 一　

（-H30/7/31）
主任主事／学芸員 富田三紗子
主　　事 池田知與子
主　　事／学芸員 久保庭　萌
主  事  補／学芸員 川邉絢一郎
主  事  補／ 齋藤亜矢子　

（H30/8/1-）
臨時職員／学芸員 鈴木　一男
臨時職員／学芸員 飯野　友紀
臨時職員／学芸員 鈴木　千津
臨時職員／学芸員
臨時職員／学芸員

臨時職員／学芸員

中原　園子
伊藤　匠          

（H30/7/1-）
村田　聡美

（H31/1/4-）
臨時職員／司書 今井沙穂里

（H30/7/1-）
臨時職員／自然観察指導員

高山　優美
臨時職員 川下多恵子
臨時職員 佐藤　瑞香
臨時職員 鈴木　道子
臨時職員 名取　淳子
臨時職員 西田　裕子
臨時職員 花輪　弘枝
臨時職員
臨時職員

若栗　尊子
板垣　美穂

（H30/6/1-
  H31/1/31）

　野島 健二　 　  仲手川 孝　     波多野 昭雄     　 館長　國見 徹

参事（歴史・文化担当）

佐川　和裕

参与（旧吉田茂邸担当）

柴田　明彦

■ 協議会
＜委員の構成＞
・委  員  長／ 近藤　英夫（学識経験者）
・副委員長／ 西川　武臣（学識経験者）
・委　　員／ 柴田　紳一（学識経験者）

古川　元也（学識経験者）
秋山　　実（学校教育関係者）
中島　美江（社会教育関係者）
山本　圭子（社会教育関係者／～平成 30 年 9 月 30 日）
大倉　祥子（観光関係者）
曽根田玲子（観光関係者）
上野　広子（社会教育関係者／平成 30 年 10 月 1 日～）

＜協議会の開催＞
・第 1 回／平成 30 年 8 月 21 日 議題 1 平成 29 年度事業報告について

議題 2 平成 30 年度事業進捗状況について
・第 2 回／平成 30 年 11 月 30 日
・第 3 回／平成 31 年 3 月 19 日

議題 1
議題 1

平成 30 年度事業進捗状況について
平成 30 年度事業進捗状況報告について

議題 2 平成 31 年度事業計画について

教　育　長 教育部長 生涯学習課長 郷土資料館

　野島 健二　 　  仲手川 孝　     波多野 昭雄     　 館長　國見 徹

参事（歴史・文化担当）

佐川　和裕

参与（旧吉田茂邸担当）

柴田　明彦

＜平成 30 年 12 月 31 日まで＞

＜平成 31 年 1 月 1 日から＞
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■ 予算
＜当初予算の推移＞

年度 平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度 平成 28 年度 平成 29 年度 平成 30 年度
金額 46,587 千円 200,095 千円 512,125 千円 147,274 千円 84,551 千円 98,941 千円

＜平成 30 年度歳入決算額（一部のみ）＞
・旧吉田茂邸観覧料  28,345,800 円 ・吉田茂関連製品売上代 316,000 円
・旧吉田茂邸刊行物売上代 387,500 円 ・郷土資料館刊行物売上代 340,370 円

＜平成 30 年度歳出決算額＞

事業 郷土資料館
運営事務事業

郷土資料館
維持管理事業

郷土資料館
学芸活動事業

教育普及・
企画展事業

金額 2,325,204 円 10,361,328 円 2,496,518 円 1,513,239 円

事業 旧吉田茂邸
運営事務事業

旧吉田茂邸
維持管理事業

旧吉田茂邸
学芸活動事業

旧吉田茂邸
研修等事業 計

金額 23,594,075 円 7,703,874 円 2,347,396 円 315,539 円 50,657,173 円
□職員給与（6 人分） 38,189,354 円 ■歳出合計 88,846,527 円

■ 観覧者数
＜郷土資料館観覧者数の推移＞

平成 26 年度 平成 27 年度 平成 28 年度 平成 29 年度 平成 30 年度 累計（昭和 63 年～）
入館者数 30,335 25,673 17,862 35,826 28,900 959,968

1 日平均／
開館日数

102 ／ 296 91 ／ 283 149 ／ 120 122 ／ 294 97 ／ 299 112 ／ 8,601

※平成 28 年度は平成 28 年 11 月 2 日まで展示リニューアル工事のため休館

単位：人、日

単位：人＜郷土資料館の月別観覧者数＞
4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月

入館者数 2,574 4,101 1,849 1,408 1,679 1,657
1 日平均 99 152 74 57 65 67

10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計
入館者数 3,909 3,427 1,716 1,712 2,183 2,685 28,900
1 日平均 157 137 75 74 95 103 97

単位：人＜旧吉田茂邸（郷土資料館別館）の月別観覧者数＞
4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月

観
覧
者
数

大人 ( 個人 ) 4,559 6,366 2,986 1,649 1,447 2,094 
大人 ( 団体 ) 1,588 3,174 1,587 953 306 701 

中学生・高校生
( 個人 )

47 45 10 10 45 11 

中学生・高校生
( 団体 )

2 0 0 0 0 0 

小学生以下 79 281 54 38 116 70 
障がい者／介護者 236 307 126 53 63 171 

減免対象者 169 56 108 85 61 161 
計 6,680  10,229  4,871  2,788 2,038 3,208

1 日平均 267  379　 195  112　 79 129
10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計

観
覧
者
数

大人 ( 個人 ) 4,106 5,553 2,508 2,461 2,638 3,454 39,821 
大人 ( 団体 ) 2,664 3,296 1,183 498 1,465 1,141 18,556 

中学生・高校生
( 個人 )

20 25 23 18 17 65 336 

中学生・高校生
( 団体 )

0 0 0 0 34 0 36 

小学生以下 69 65 38 56 48 73 987 
障がい者／介護者 151 257 112 97 99 126 1,798 

減免対象者 155 47 81 32 150 59 1,164 
計 7,165 9,243 3,945 3,162 4,451 4,918 62,698

1 日平均 287 370 172 137 194 189 210
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大磯町郷土資料館施設管理

■ 維持管理
＜委託業務＞
・清掃委託／ ( 株 ) 湘南県央サービス ・空調機器給水設備保守委託／扶桑工業 ( 株 )
・警備委託／ ( 株 ) 全日警 横浜支社 ・自家用電気工作物保守委託／荻野電気管理事務所
・昇降機保守委託／ダイコー ( 株 ) 横浜営業所 ・消防用設備保守委託／ ( 株 ) 足柄防災 大磯営業所
・敷地管理委託／ ( 財 ) 神奈川県公園協会 ・自動ドア保守委託／ ( 株 ) 神奈川ナブコ 厚木支店

＜修繕＞
・蛍光灯修繕／ ( 株 ) 丘電機 ・昇降機シリンダーパッキン交換工事／ダイコー ( 株 )
・ガラス修繕／ ( 有 ) 相模屋ガラス
・エントランス空調機修繕／扶桑工業 ( 株 )

・昇降機停電管制用バッテリー及び非常灯用バッテ    
リー装置交換工事／ダイコー ( 株 )

・１階事務室水漏れ調査・修繕／扶桑工業 ( 株 )
・玄関支柱塗装修繕工事／ ( 株 ) 川邊塗装工業

・排煙窓・ハンドルボックス交換工事／ ( 株 ) 足柄
防災

・第１収蔵庫床修繕工事／匠建設 ( 株 ) ・園内灯不点修繕／ ( 株 ) 興電社

■ 施設使用
＜施設使用月別件数＞

4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計
研修室 9 12 11 9 12 4 14 5 5 8 5 9 103

単位：団体

旧吉田茂邸（郷土資料館別館）施設管理

■ 維持管理
＜委託業務＞
・清掃委託／高橋産業 ( 株 ) ・空調機器給水設備保守委託／扶桑工業 ( 株 )
・警備委託／ ( 株 ) 全日警 横浜支社 ・消防用設備保守委託／モリタ宮田工業 ( 株 )
・昇降機保守委託／ ( 株 ) 日立ビルシステム 横浜支社 ・敷地管理委託／ ( 財 ) 神奈川県公園協会

＜修繕＞
・障子張替工事／円徳建工 ( 株 )

■ 施設使用
＜施設使用月別件数＞

4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計
全　館 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2
和　室 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
金の間 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1
食　堂 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
研修室 2 1 3 1 2 1 1 0 0 0 3 2 16

単位：団体

＜全館使用＞
・大磯町教育委員会生涯学習課／平成 30 年 5 月 21 日 ( 月 ) ／明治 150 年特別企画「カンカラ三線
　演歌師岡大介トーク & ライブ」開催
・( 株 ) ロクビー／平成 30 年 6 月 18 日 ( 月 ) ／コマーシャル用の動画撮影 
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大磯町郷土資料館学芸活動

■ 企画展
開館 30 周年記念企画展＜第 1 弾＞

「大磯町郷土資料館 30 年間の軌跡－大磯町の博物館活動を振り
返る－」
期　　間／平成 30 年 4 月 28 日（土）～ 6 月 10 日（日）
開場日数／ 37 日間
会　　場／郷土資料館 企画展示室
出品点数／約 150 点
料　　金／無料
観覧者数／ 5,403 人
趣　　旨／平成 30 年 10 月 25 日に開館 30 年を迎えるにあたり、
30 周年記念の企画展を 2 回行う。本企画は１回目として、郷土
資料館の 30 年間の活動を振り返ることを目的として、準備期間
を含めた開館当時の様子から、地域博物館としての活動内容、収
蔵資料の特徴を、考古、歴史、民俗、自然科学の分野ごとに紹介
する。
内　　容／「郷土資料館の開館」、「郷土資料館の収蔵資料」、「郷
土資料館 30 年のあゆみ」の 3 つの小テーマで展示を展開した。
(1) 郷土資料館の開館
郷土資料館の前身にあたる郷土資料室から開館準備、開館当時の様子を写真などによって紹介した。
(2) 郷土資料館の収蔵資料　～地域のお宝は、コレ！
考古、歴史、民俗、自然科学の収蔵資料を紹介した。それぞれの資料の特徴を、地域のお宝としてア
ピールした。
(3) 郷土資料館 30 年の歩み　～地域博物館の活動とは？
30 年間の出来事を年表で紹介し、地域博物館の活動の意義を伝えた。特に民俗に親しむ会の活動を
紹介することによって、博物館資料の整理方法を紹介した。

（担　当）富田・國見・北水・久保庭・川邉

開館 30 周年記念企画展＜第 2 弾＞
「ＯＩＳＯ ～ （海＋山） × 人 ～」
期　　間／平成 30 年 7 月 14 日（土）～ 9 月 2 日（日）
開場日数／ 42 日間
会　　場／郷土資料館 企画展示室
出品点数／約 110 点
料　　金／無料
観覧者数／ 2,663 人
趣　　旨／平成 30 年 10 月 25 日に開館 30 年を迎えるにあたり、
30 周年記念の企画展を２回行う。本企画は 2 回目として、考古、
歴史、民俗、自然の 4 分野が連携し、大磯の動植物や生態系と人々
の営みとの関係について、高麗山と照ヶ崎を例として紹介する。
内　　容／「高麗山」、「照ヶ崎」の 2 つの小テーマで展示を展
開した。
(1) 高麗山
高麗山の自然と人の営みを、写真パネルや各分野の資料により紹
介する。自然史から歴史、民俗へ、通史的な観点を持って展示を
行う。
(2) 照ヶ崎
照ヶ崎の自然と人の営みを、写真パネルや各分野の資料により紹介する。民俗から歴史、自然史へ、
通史的な観点を持って展示を行う。

（担　当）富田・國見・北水・久保庭・川邉
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明治 150 年企画展
「明治の功労者―湘南社の活動と近代地方行政―」
期　　間／平成 30 年 10 月 13 日（土）～ 12 月 9 日（日）
開場日数／ 48 日間
会　　場／郷土資料館 企画展示室
出品点数／約 80 点
料　　金／無料
観覧者数／ 6,733 人
趣　　旨／明治 150 年を記念して、大磯と周辺地域に展開した
自由民権結社・湘南社の活動を紹介し、運動に参加した人たちの
その後を追いつつ、実際に誕生した近代化された地方行政を、旧
町村役場文書を紹介することによって考察する。
内　　容／「湘南社と大磯」、「湘南社参加者のその後」、「近代地
方行政の始まり」の 3 つのテーマで展開する。
(1) 湘南社と大磯
湘南社は大磯に拠点が置かれ、その活動には後に大磯町の初代町
長となる中川良知や、大磯小学校の校長となる朝倉敬之など、地
元の名士たちが参加した。湘南社の活動を、雨岳文庫が所蔵する
資料を中心に紹介する。
(2) 湘南社参加者のその後
湘南社の活動に参加した者のその後を追い、旧大磯町や国府村でどのような活躍をしたか紹介する。
(3) 近代地方行政の始まり
明治 22 年（1889）に町村制が施行され、現在の大磯町につながる旧大磯町と国府村が誕生した。
湘南社の活動に参加した人たちが携わった近代化された地方行政とはどのようなものだったのか、町
村役場文書を展示することによって紹介する。

〔関連行事〕
講演会「湘南社の活動と雨岳文庫について」
日　　時／平成 30 年 11 月 10 日（土）14 時～ 16 時
会　　場／郷土資料館　研修室
講　　師／野崎　昭雄　氏（公益財団法人雨岳文庫代表理事）
参加人数／ 41 人
内　　容／湘南社結成のきっかけになった県内の国会開設請願運動を含め、湘南社や湘南講学会の活
動に関する講演を行った。

講演会「湘南社社長山口左七郎と近代の幕開け」
日　　時／平成 30 年 11 月 24 日（日）14 時～ 16 時
会　　場／郷土資料館　研修室
講　　師／渡辺　尚志　氏（一橋大学大学院教授）
参加人数／ 54 人
内　　容／湘南社の社長を務めた山口左七郎について、名主家の
当主という地域のリーダーとしての立場から考察する講演を行っ
た。

展示解説
日　　時／〔第 1 回〕平成 30 年 10 月 28 日（日）、〔第 2 回〕
11 月 18 日（日）いずれも 14 時～ 14 時 30 分頃
会　　場／郷土資料館　企画展示室
参加人数／〔第 1 回〕17 人、〔第 2 回〕41 人
内　　容／担当学芸員が企画展示の内容を30分程度で解説した。

（担　当）富田・久保庭
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■ ミニ企画展
ミニ企画展「チラシで振り返る企画展 30 年」
期　　間／ 1 回目：平成 30 年 4 月 28 日（土）～ 5 月 31 日（木）
2 回目：平成 30 年 6 月 2 日（土）～ 7 月 31 日（火）
3 回目：平成 30 年 8 月 2 日（木）～ 9 月 27 日（木）
開場日数／ 128 日間
会　　場／郷土資料館　廻廊
出品点数／約 85 点
料　　金／無料
観覧者数／ 11,009 人
趣　　旨／平成 30 年 10 月 25 日に開館 30 年を迎えるにあたり、30 周年記念として、今までに開
催した企画展等のチラシやポスターを紹介し、郷土資料館の 30 年間の活動を振り返る。
内　　容／ 30 年間を約 10 年ごとに分け、3 回にわたってチラシやポスターを展示する。
1 回目：開館から 10 年目頃までのチラシ及びポスターを紹介する。おおよそ、特別展、企画展で分類し、
時系列で並べる。「なつかしの風景」の展示は、シリーズとしてまとめて紹介する。
2 回目：10 年目から 20 年目頃までのチラシを紹介する。原則的に企画展の開催順に並べる。
3 回目：20 年目から現在までのチラシを紹介する。原則的に企画展の開催順に並べる。

（担　当）富田・久保庭

■ 学級・講座
＜古文書裏打クラブ＞
期　　日／平成 30 年 4 月 21 日 ( 土 )､5 月 19 日 ( 土 )､6 月 16 日 ( 土 )､7 月 21 日 ( 土 )、8 月 18 日 ( 土 )､
9 月 22 日 ( 土 )､10 月 20 日 ( 土 )、 11 月 17 日 ( 土 )､12 月 22 日 ( 土 )､平成 31 年 1 月 19 日 ( 土 )､
2 月 16 日 ( 土 )、3 月 16 日 ( 土 )
場　　所／郷土資料館 研修室
講    　師／鵜飼レイ子氏、中村ふぢ氏、吉原悦子氏
参加人数／延 88 人
内　　容／裏打ちの技術を学びながら、当館で所蔵している古文書の裏打ちを行うワークショップ。
博物館資料の整理というボランティア的な性格をもつ活動として位置づけ、平成 16 年度から継続し
ている。活動内容は、昨年度に引き続き、襖に下張りされていた古文書の資料化を進めた。

（担　当）富田・伊藤

＜古文書解読クラブ＞
期　　日／平成 30 年 4 月 7 日 ( 土 )､5 月 5 日 ( 土 )､6 月 2 日 ( 土 )､7
月 7 日 ( 土 )、8 月 4 日 ( 土 )､ 9 月 8 日 ( 土 )､ 10 月 6 日 ( 土 )、
11 月 3 日 ( 土 )､ 12 月 8 日 ( 土 )､ 平成 31 年 1 月 5 日 ( 土 )、
3 月 2 日 ( 土 )
場　　所／郷土資料館 研修室
参加人数／延 100 人
内　　容／郷土資料館が所蔵する古文書を会員と共に解読するこ
とにより、大磯の歴史を学び、古文書資料の活用を図ることを目
的として、平成 24 年度から毎月第一土曜日を原則として活動を始めた。町指定文化財である大磯宿
小島本陣資料の休泊帳を解読し、翻訳文を刊行することを目指している。また、引き続き、会員有志
で毎週金曜日の活動を行い、大正期の大磯町の助役日誌を解読している。今年度は新規会員を 5 名
募集し、3 名が入会した。

（担　当）富田・伊藤

＜写真整理クラブ＞
期　　日／平成 30 年 4 月 29 日 ( 日 )､ 5 月 13 日 ( 日 )・27 日 ( 日 )､ 6 月 10 日 ( 日 )・24 日 ( 日 )､ 7
月 15 日 ( 日 )・29 日 ( 日 ) 、8 月 12 日 ( 日 )・26 日 ( 日 )､ 9 月 16 日 ( 日 )・30 日 ( 日 ) 、11 月
11 日 ( 日 )・25 日 ( 日 )､ 12 月 2 日 ( 日 )・16 日 ( 日 )､ 平成 31 年 1 月 13 日 ( 日 )・27 日 ( 日 )､ 2
月 10 日 ( 日 )・24 日 ( 日 )、3 月 10 日 ( 日 )・24 日 ( 日 )
場　　所／郷土資料館 研修室
参加人数／延 81 人
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＜石仏クラブ＞
期　　日／平成 30 年 4 月 7 日 ( 土 )､5 月 19 日 ( 土 )､6 月 2 日 ( 土 )､7 月 7 日 ( 土 )、8 月 4 日 ( 土 )､
9 月 1 日 ( 土 )､ 10 月 6 日 ( 土 )、11 月 3 日 ( 土 )､ 12 月 1 日 ( 土 )､ 平成 31 年 1 月 19 日 ( 土 )､
2 月 3 日 ( 日 )、3 月 2 日 ( 土 )
場　　所／郷土資料館 研修室
参加人数／延 34 人
内　　容／本町では、過去に石造物の悉皆調査を実施し、その成果を大磯町文化財調査報告書（「石
造物調査報告書」(1) ～ (7)、昭和 59 年～平成 7 年）としてまとめている。調査後、かなりの年月が
経過しており、既に盗難、破損、移動、新設された石造物も少なくないことから、報告書をもとに所
在調査を兼ねて町内石造物を訪ね、学び、楽しむ機会とし、そして、このことが地域の文化的資産と
しての石仏（石造物）について一層の関心を高め、保護保全への動機付けにつながることを期待して
平成 23 年度に開始した。リニューアル事業等他の事業との兼ね合いから、平成 27 年度から一時休
止としていたが、平成 29 年 10 月から再開した。本年度は、旧国府町地区の調査を実施した。

（担　当）川邉

＜大磯自然観察会＞
期　　日／平成 30 年 4 月 28 日 ( 土 )､ 5 月 12 日 ( 土 )・26 日 ( 土 )､ 6 月 9 日 ( 土 )・23 日 ( 土 )
場　　所／神奈川県立大磯城山公園
参加人数／延 55 人
内　　容／本ワークショップは、植物の調査を通して植物に関する知識を深めるとともに身近な自然
に親しむことを目的に平成 11 年度に活動を開始した。これまでに第 1 次調査 秋の植物分布調査〔平
成 11 年度・12 年度〕、第 2 次調査 県立大磯城山公園の植物調査〔平成 13 ～ 17 年度〕、第 3 次調
査 星槎湘南大磯キャンパス（万台こゆるぎの森）の植物調査〔平成 18 ～ 20 年度〕、第 4 次調査 大
磯運動公園と周辺地域の植物調査〔平成 21 ～ 28 年度〕を実施してきた。平成 29 年度より、旧吉
田茂邸が一般公開されたことを契機として、調査対象地域を県立大磯城山公園に変更した。本年度、
県立大磯城山公園でも旧吉田茂邸地区を中心に調査を行っている。

（担　当）北水・中原

＜海の教室＞
①　磯の生き物観察会
期　　日／平成 30 年 6 月 17 日 ( 日 )
場　　所／大磯町照ヶ崎海岸
講　　師／福田　良昭氏（相模貝類研究談話会会長）
参加人数／ 31 人
②　楽しい海藻おしばづくり
期　　日／平成 30 年 7 月 25 日 ( 水 )
場　　所／郷土資料館 研修室
講　　師／高山優美（当館臨時職員）、長島美保（海の森クラブ会員）
参加人数／ 32 人
内　　容／特定の学問分野にかかわらず「海」をテーマに様々なことを体験し、楽しみながら海岸環
境や海産生物についての知識を深めることを目的に平成 12 年度から実施している。平成 30 年度は
生き物観察を中心に 2 種類の講座を実施した。楽しい海藻おしばづくりについては 7 月 25 日に実施
し、夏休みの自由研究に活用できる内容と好評を博した。

（担　当）北水・高山

内　　容／郷土資料館が所蔵する写真を会員と共に整理し、資料
の活用を図ることを目的として、平成 28 年度から毎月第二、第
四日曜日を原則として活動を始めた。活動内容としては、『広報
おおいそ』担当者が撮影した写真のフィルムをスキャンし、デジ
タル化した。また、必要に応じてフィルムの清掃を行った。今年
度は、ネガフィルム全 27 冊の内、3 冊目（資料番号 N3）までのフィ
ルムをデジタル化した。

（担　当）富田・伊藤
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■ 地方史研究協議会研究例会
地方史研究協議会 2017 年度第 7 回研究例会・第 69 回（神奈川）大会関連例会

「近世社寺日鑑の書誌的検討―藤沢山日鑑を中心に―」
開 催 日／平成 30 年 8 月 5 日（日）
場　　所／郷土資料館 研修室
共　　催／地方史研究協議会
講　　師／酒井麻子　氏（藤沢市文書館）
参加人数／ 13 人
趣　　旨／地方史研究協議会の大会が神奈川県で行われることを機会に、研究例会を郷土資料館にお
いて開催し、一般に公開する。
内　　容／藤沢山日鑑に関しての研究報告を行い、郷土資料館の展示見学を行った。

（担　当）國見

■ 博物館実習
平成 30 年度は 1 大学より 1 名の学生を受け入れた。実習期間は 9 月 4 日から 9 月 15 日の間（9

月 9 日・10 日を除く）及び 7 月 27 日（事前ガイダンス）、9 月 28 日（課題等提出）の計 12 日間
とした。

実習課程は、例年のとおり、1 週目に資料整理などの実務的な作業、2 週目に企画から列品までを
行う展示作業とした。展示作業では、常設展示室の一角に設けた民具マンスリー展示コーナーの展示
替えと、当館の廻廊において掲示している指定文化財紹介ポスターの作成を行った。
＜実習生＞
髙田彰太朗（駒澤大学）

＜課程＞

月日 曜日 午前 午後

7 月 27 日 金 ガイダンス／館内見学

9 月 4 日 火 講義（博物館活動の概要） 企画展示の撤去／ポスター展示の調査

9 月 5 日 水 民俗資料の整理
資料梱包／特殊資料の取り扱い／展示
替実習打ち合わせ

9 月 6 日 木 旧吉田茂邸受付業務 写真資料整理

9 月 7 日 金 資料梱包 資料梱包／特殊資料の取り扱い

9 月 8 日 土 講義（教育普及活動の概要）
古文書解読クラブに参加／ポスター展
示の作業

9 月 11 日 火 展示替実習（民具マンスリー展示）

9 月 12 日 水 展示替実習（民具マンスリー展示）

9 月 13 日 木 展示替実習（ポスター展示作成） 町内施設・史蹟等見学

9 月 14 日 金 展示替実習（ポスター展示作成） 資料館だよりの原稿作成

9 月 15 日 土 資料の修復 企画展示展示替え作業

9 月 28 日 金 展示替実習（ポスター展示・取材対応）

（担当）北水・富田・久保庭・川邉・國見
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■ 研究活動
戦時中の大磯に関する調査
期　　日／平成 30 年 4 月 3 日（火）、10 月 19 日（金）、12 月 18 日 ( 火 )、平成 31 年 2 月 19 日 ( 火 )、
3 月 14 日 ( 木 )
内　　容／平成 27 年に終戦 70 年を迎え、戦争の記録が失われつつある中、大磯の戦時中の状況を
把握することを目的として、平成 28 年度から調査を始めた。調査内容は、町内で空襲などの戦争を
体験された方に対する聞き取り調査及び町内に築かれた防空壕などの実測調査、その他必要な調査で
ある。本年度は、空襲などの体験に関する聞き取り調査において、2 人の方にご協力いただいた。ま
た、大磯駅裏に所在する特殊地下壕（防空壕）の実測調査を行った。調査にあたっては当館職員の他、
市民協力者として、藤野敬子氏、市原誠氏、藤田尚志氏にご協力いただいた。

（担　当）富田・久保庭

■ 博物館資料の整備
＜資料整備委託＞
木造神像保存処理委託
業務内容／町指定有形文化財木造神像 11 軀のうち、1 軀について保存処理を行う。
契約期間／平成 30 年 5 月 8 日 ～令和 2 年 1 月 31 日
請 負 者／光圓美術研究所

動物本剥製作製委託
業務内容／オオバン、カンムリカイツブリ、モズの本剥製を製作した。
契約期間／平成 30 年 5 月 1 日 ～ 7 月 31 日
請 負 者／有限会社　尼ヶ崎科学標本社

＜展示資料整備＞
展示台製作委託
業務内容／企画展示室展示ケース内に設置できる展示台を製作する。
契約期間／平成 30 年 6 月 5 日～ 9 月 28 日
請 負 者／杉山アート

既存展示台貼り替え委託
業務内容／企画展示室用の展示台の布を貼り替える。
契約期間／平成 31 年 2 月 15 日～ 3 月 8 日
請 負 者／杉山アート

＜歴史資料の整理＞
歴史資料については、開館以来、長期にわたって専門の担当者が不在であったこともあり、未整理

資料が膨大に収蔵されている現状にある。平成 30 年度から、これらの資料を総括し、段階的に整理
することとした。本年度は、次のとおり整理を進めた。
文献資料（古文書等）
・大磯町史編纂時の整理済資料の確認を完了した。
コレクション資料
・次の資料を整理し、管理用の目録を作成した。

資料群名 点数
吉田茂関係資料 3,172
別荘関係資料 253
伊藤博文関係資料 39
城山荘関係資料 167
川瀬竹春関係資料 7
島崎藤村関係資料 130
鴫立庵関係資料 1,753
伊東宗兵衛家関係資料 388
高橋誠一郎関係資料 18
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・明治 150 年企画展図録『明治の功労者―湘南社の活動と近代地方行政―』
Ａ 4 判 40 頁 800 部（平成 30 年 10 月刊）　

・『Report －大磯町郷土資料館だより』39 Ａ 4 判   8 頁 800 部（平成 31 年 3 月刊）
・『年報－平成 29 年度－』 Ａ 4 判 48 頁 400 部（平成 31 年 3 月刊）

＜チラシ・パンフレット＞
・開館 30 周年記念企画展①『大磯町郷土資料館 30 年間の軌跡－大磯町の博物館活動を振り返る－』       
  チラシ

Ａ 4 判両面 10,000 部（平成 30 年 4 月刊）
・開館 30 周年記念企画展②『ＯＩＳＯ～（海＋山）×人～』チラシ

Ａ 4 判両面 10,000 部（平成 30 年 7 月刊）
・明治 150 年企画展『明治の功労者―湘南社の活動と近代地方行政―』チラシ

Ａ 4 判両面 10,000 部（平成 30 年 9 月刊）

美術品
・次の資料を整理し、管理用の目録を作成した。

■ 刊行物
＜図録・冊子＞

資料群名 点数
絵画 330
鉄砲刀剣類 40
色紙 20
掛軸 65
彫刻品 9
器類 17
その他貴重資料 7

絵葉書
・大磯に関するもののみ、管理用の目録を整備した。総点数は、900 点である。
（担　当）富田・久保庭・飯野・鈴木千・中原・伊藤

■ 視察・見学対応
＜視察・見学の月別件数＞ 単位：団体

4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計
視　察 0 1 0 1 0 0 2 0 0 0 1 1 6
見　学 1 4 1 2 0 0 1 0 2 3 0 1 15

＜視察対応＞　館職員が対応した団体のみ記載
・松田町文化財保護委員会／ 7 月 25 日／ 6 人／（國見）
・国土交通省／ 2 月 19 日／ 3 人
・小田原市郷土文化館／ 3 月 28 日／ 3 人（國見）

＜見学対応＞　館職員が対応した団体のみ記載
・藤沢でんでん虫の会／ 5 月 10 日／ 15 ～ 16 人（鈴木一）
・横浜市従業員労働組合／ 5 月 12 日／ 25 人（國見）
・積石塚・渡来人研究会／ 5 月 20 日／ 6 ～ 7 人（國見）
・杉並自然観察会／ 5 月 25 日／ 15 人／（北水）
・開成町郷土史会／ 6 月 8 日／ 25 人／（富田）
・厚木北公民館／ 7 月 12 日／ 24 人／（富田）
・湯河原観光ボランティア／ 12 月 20 日／ 15 人／（川邉）
・小金井史談会／ 12 月 11 日／ 50 ～ 60 人／（富田）
・きらく会／ 1 月 16 日／ 13 人／（久保庭）
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■ 博物館資料の収集、整備、利用
＜寄贈資料＞

No. 受入年月日 資料名 数量 受入先

2018-0401 H30.4.1 書籍 2 山川正
2018-0403 H30.4.7 書籍 2 音丸淳
2018-0404 H30.4.10 オヒナサマ 1 渡邊洋子

2018-0405 H30.4.19 吉田茂書扁額 2
近藤直子、
池田紀子

2018-0501 H30.5.11 ワイレベル 1 渥美和久
2018-0601 H30.6.10 写真 5 小林佳代子
2018-0603 H30.6.15 人形 他 19 小川芳明
2018-0604 H30.6.22 吉田茂書簡（額入り） 1 蔵多正温
2018-0605 H30.6.22 書籍『河西豊太郎』 1 河西宏和

2018-0801 H30.8.22
雑 誌『 リ ー ダ ー ズ ダ イ ジ ェ ス ト 』
1967 年 6 月号

1 曽田成則

2018-0902 H30.9.11 わきざし　他 8 岩崎千枝子
2018-0903 H30.9.12 生人形 1 三橋浩
2018-1001 H30.10.3 吉田茂関連写真 16 松尾美恵子

2018-1002 H30.10.16 コマ（駒札） 1
高 麗 山 神 輿 保
存会

2018-1002 H30.10.16 ハッピ 他 3 原田勝司
2018-1104 H30.11.14 硯 1 瑞雲書道会
2018-1105 H30.11.16 竹とんぼ 6 齋藤安之助
2018-1107 H30.11.27 写真 一括 山崎朗
2018-1201 H30.12.1 写真 一括 加藤治
2018-1208 H30.12.20 トランク 他 2 光野淳子
2018-1212 H30.12.22 吉田茂関連写真（ロールスロイス） 7 矢崎孝
2019-0102 H31.1.12 横浜国道工事の図面 1 西山敏夫
2019-0112 H31.1.24 伝楊谷寺仏頭 2 坂本行弘
2019-0113 H31.1.27 吉田茂国葬義記念メダル 1 柳川美代子
2019-0201 H31.2.21 平塚西銀座サービス店チラシ 他 2 木村純子

■ 取材対応
＜刊行物＞
・神奈川新聞　平成 30 年 4 月 27 日掲載「開館 30 周年記念企画展＜第 1 弾＞について」（富田）
・タウンニュース　平成 30 年 7 月（掲載日未詳）「開館 30 周年記念企画展＜第 2 弾＞について」
（久保庭）
・湘南リビング　平成 30 年 8 月 25 日掲載「関東大震災について」（富田）
・タウンニュース　平成 30 年 10 月 5 日掲載 「学芸員業務を体験」（富田・池田 )
・タウンニュース　平成 30 年 10 月 26 日掲載「大磯　明治の功労者」（久保庭）
＜テレビ＞
・湘南ケーブルネットワーク『ワイド情報カフェ湘南館（平成 30 年 5 月 1 日～ 7 日放送）』「開館
30 周年記念企画展＜第 1 弾＞について」（富田）
・NHK『ブラタモリ（平成 30 年 10 月 13 日放送）』「＃ 115 湘南～湘南人気のひみつは “ いとしのへり ”
にあり♪～」（北水）
・TBS『林先生が驚く初耳学！（平成 30 年 8 月 12 日放送）』「湘南の語源について」（富田）

■ ホームページを活用した情報発信
・平成 29 年度からホームページをリニューアルして運用している。
・twitter 及び facebook のサービスを利用し、情報発信を行った。平成 30 年度からインスタグラム
のサービスも利用し始めた。
・『Report －大磯町郷土資料館だより』の PDF 版をダウンロードできるようにした。
・『年報』の PDF 版をダウンロードできるようにした。
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＜移管資料＞

No. 受入年月日 資料名 数量 受入先

2018-0402 H30.4.5 写真（吉田茂） 1
神奈川県県土整備局都市部
都市公園課

2018-0503 H30.5.22 防火服 他 一括 消防総務課
2018-1101 H30.11.9 旧大磯町行政資料 129 総務課
2018-1103 H30.11.14 旧国府村村長肖像写真 9 議会事務局

No. 受入年月日 資料名 数量 受入先

2019-0203 H31.2.21 神棚（大神宮）　他 一括
加藤嘉義

（加藤由美子）
2019-0303 H31.3.19 書籍 2 曽田成則

＜購入資料＞

No. 受入年月日 資料名 数量 受入先

2018-0502 H30.5.15 絵葉書 3 鵠庵　高橋正幸
2018-0602 H30.6.13 絵葉書 5 鵠庵　高橋正幸
2018-0904 H30.9.20 絵葉書 1 鵠庵　高橋正幸
2018-1102 H30.11.12 吉田茂書簡・葉書 3 泰成堂書店
2018-1106 H30.11.20 書幅 1 泰成堂書店
2019-0301 H31.3.1 書籍「神奈川県震災衛生誌」 1 泰成堂書店

＜寄託資料＞

No. 受入年月日 資料名 数量 受入先

2 S63.6.1 山高帽　他 一括 西小磯東区長
5 S63.9.2 四季耕作図　他 11 個人

16 H1.12.9 子ども会旗・七夕資料 一括 西小磯西子ども会
17 H1.8.8 菊池重三郎関係資料 一括 個人
22 H4.4.1 稲荷講資料 一括 個人
23 H4.4.1 雛人形 一括 個人
28 H5.7.22 吉田茂杯　他 5 大磯中学校
30 H6.4.12 掛軸　他 一括 西小磯東区長・西小磯西区長
32 H7.9.12 獅子頭 2(1 対 ) 裡道区長
35 H13.7.17 屏風　他 一括 南本町区長
37 H15.4.1 木造神像群 12 高来神社
39 H21.4.17 扁額　他 1 国府中学校
40 H21.12.24 伊藤博文書幅 1 個人
41 H22.2.1 大久保家資料 一括 個人
43 H23.6.29 掛軸 1 個人
44 H26.8.12 脇差 1 個人
45 H27.3.6 鈴木芳如関係資料 10 個人
46 H27.4.16 画幅「七福神」　他 2 個人
48 H27.8.4 わきざし　他 8 個人
49 H27.8.4 わきざし 1 個人
50 H28.6.29 袖がらみ　他 2 個人
51 H28.4.5 杉戸絵　他 10 （株）渓泉
52 H28.10.13 国府祭　鷺舞資料 一式 六所神社
53 H29.7.13 城山荘関係資料 57 個人
54 H29.10.26 招仙閣関係資料 26 東光院
55 H29.1.5 日本国憲法草案 2 個人
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＜資料の館外貸出＞

資料名 点数 利用目的 年月日 申請者

墨書き土師器杯他
（写真パネル）

9 地区行事
H30.4.8
～ H30.4.8

守公神社

馬場台遺跡第 63 地点試掘

調査資料
一括

発 掘 調 査 報
告書作成

H30.6.15
～ H31.3.31

㈱ ア ー ク・ フ ィ ー ル ド
ワークシステム

屏風　他 3 祭事
H30.7.12
～ H30.7.18

個人

獅子頭 2 祭事
H30.7.14
～ H30.7.15

個人

松本順生人形 1 特別展展示
H30.7.17
～ H30.10.12

神奈川県立歴史博物館

レーザーディスク 1
メ デ ィ ア 変
換

H30.8.28
～ H30.9.16

大磯町

写真 一括 展示
H30.9.22
～ H30.10.23

神奈川県立大磯城山公園

堂後下横穴墓群 2 号墓
直刀【№ 56】他

3
資 料 保 存 処
理委託

H30.10.3
～ H31.3.15

㈱東都文化財保存研究所

墨書き土師器杯他
（写真パネル）

9 地区行事
H30.10.7
～ H30.10.7

守公神社

杉戸絵 4 展示
H30.10. 中旬
～ H30.12. 下旬

㈱渓泉

墨書き土師器杯他
（写真パネル）

6 地区行事
H30.10.28
～ H30.10.28

個人

土質標本 43 ‐ 1 ～ 4　
他

9 授業
H30.11.15
～ H30.11.30

大磯町立国府小学校

糸車 1 授業
H30.11.15
～ H30.11.30

平塚市立みずほ小学校

ナベ　他 22 授業
H31.2.5
～ 31.2.15

大磯町立大磯小学校

大正 4 年神奈川県大磯
町詳図　他

1 デジタル化
H31.3.5
～ 31.3.12

神奈川印刷㈱

馬場台遺跡第 63 地点試
掘調査資料

一括
発 掘 調 査 報
告書作成

H31.4.1
～ R2.3.31

㈱ ア ー ク・ フ ィ ー ル ド
ワークシステム

No. 受入年月日 資料名 数量 受入先

56 H30.9.9 生沢二宮家資料 一括 個人
※寄託期間は最長 2 年とし、2 年以降は更新を行う。現在の寄託期間は、令和 2 年 3 月 31 日まで。
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4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月
撮影（研究・学術利用） 3 14 2 4 6 2
撮影（刊行物掲載） 1 1 1 1 0 3
撮影（放映・動画配信） 0 0 0 0 0 1
撮影（ウェブ掲載） 1 0 0 2 1 0
撮影（イベント利用） 0 0 0 0 1 3
撮影（個人利用） 2 7 2 1 2 3
データ利用（刊行物掲載） 0 2 2 1 0 0
データ利用（イベント利用） 0 0 1 1 0 0

10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計
撮影（研究・学術利用） 2 1 0 3 1 1 39
撮影（刊行物掲載） 4 1 2 1 1 2 18
撮影（放映・動画配信） 1 2 0 2 3 0 9
撮影（ウェブ掲載） 0 0 0 0 0 0 4
撮影（イベント利用） 0 0 0 0 0 0 4
撮影（個人利用） 6 6 0 7 3 2 41
データ利用（刊行物掲載） 0 0 0 0 0 0 5
データ利用（イベント利用） 0 0 0 0 0 0 2

＜資料の特別利用（大磯町郷土資料館）＞

■ 文献資料収集状況
＜寄贈機関・関係団体リスト一覧＞

《県内》
[ 大磯町 ] エリザベス・サンダース・ホーム、澤田美喜記念館、大磯アートハウス、大磯ガイ

ドボランティア協会、大磯太極拳協会、大磯中学校ＰＴＡ広報委員会、大磯町新た
な観光の核づくり推進協議会、大磯町役場、大磯町立図書館、相模国府祭類社会

[ 茅ヶ崎市 ] 茅ヶ崎市教育委員会、茅ヶ崎市文化資料館、四門、茅ヶ崎市文化・スポーツ振興財
団

[ 秦野市 ] 秦野市教育委員会、野生動物救護の会
[ 藤沢市 ] 有明文化財研究所、湘南考古学同好会、日本大学生物資源科学部博物館、藤沢市教

育委員会、藤沢市藤澤浮世絵館、藤沢市文書館、明治地区郷土づくり推進会議
[ 平塚市 ] 湘南地域行政モニターＯＢ会、平岡学園平岡幼稚園、平塚市教育委員会、平塚市博

物館、平塚の空襲と戦災を記録する会、文明開化期の相武地域史研究会
[ 二宮町 ] 戦時下の二宮を記録する会
[ 中井町 ] 中井町生物多様性調査会
[ 寒川町 ] 寒川町教育委員会、寒川町史編集委員会、寒川文書館
[ 小田原市 ] 小田原市教育委員会、小田原市郷土文化館、小田原城総合管理事務所、小田原城天

守閣、神奈川県植物誌調査会、神奈川県立生命の星・地球博物館
[ 山北町 ] 山北町地方史研究会
[ 横浜市 ] アーク・フィールドワークシステム、岩崎博物館、馬の博物館、かながわ考古学財団、

神奈川県教育委員会、神奈川県博物館協会、神奈川県文化財課、神奈川県民俗芸能
保存協会、神奈川県立公文書館、神奈川県立図書館、神奈川県立歴史博物館、神奈
川文学振興会、国際協力機構横浜国際センター海外移住資料館、湘南邸園文化祭連
絡協議会、玉川文化財研究所、横浜開港資料館、馬事文化財団、はまぎん産業文化
振興財団、横浜市教育委員会、横浜植物会、横浜都市発展記念館、横浜市ふるさと
歴史財団埋蔵文化財センター、横浜市歴史博物館、横浜みなと博物館、横浜ユーラ
シア文化館

[ 川崎市 ] 川崎市教育委員会、川崎市市民ミュージアム、川崎市立日本民家園
[ 鎌倉市 ] 神奈川県・横浜市・鎌倉市・逗子市世界遺産登録推進委員会、鎌倉考古学研究所、

鎌倉国宝館、鎌倉市教育委員会、鎌倉文化研究会、鎌倉歴史文化交流館、斉藤建設、
鶴岡八幡宮社務所

[ 横須賀市 ] 観音崎自然博物館、横須賀市教育委員会、横須賀市自然・人文博物館
[ 逗子市 ] 逗子市教育委員会
[ 葉山町 ] 葉山しおさい博物館
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[ 厚木市 ] あつぎ郷土博物館、厚木市教育委員会、国際文化財株式会社、モリショウ・不動産
[ 相模原市 ] イソビク、古文書を読む会、相模原市、相模原市教育委員会、相模原市立博物館、

シン技術コンサル、武相文化財研究所
[ 海老名市 ] 海老名市教育委員会
[ 大和市 ] 大和市教育委員会
[ 座間市 ] 座間市教育委員会
[ 清川村 ] 丹沢自然保護協会
[ 真鶴町 ] 真鶴町立中川一政美術館
[ 愛川町 ] 愛川町教育委員会、愛川町古写真調査会

《県外》
[ 茨城県 ] 稲敷市歴史民俗資料館、上貝塚ふるさと歴史の広場、国立科学博物館標本資料セン

ター、土浦市立博物館
[ 栃木県 ] 小山市立博物館
[ 埼玉県 ] 上里町教育委員会、埼玉県立川の博物館、日高市遺跡調査会、ふじみ野市教育委員会、

富士見市立難波田城資料館、三芳町教育委員会、立正大学博物館
[ 千葉県 ] 伊能忠敬記念館、国立歴史民俗博物館、市立市川考古博物館、市立市川歴史博物館、

袖ケ浦市郷土博物館、館山市立博物館、千葉市立加曽利貝塚博物館、千葉県博図公
連携事業実行委員会、飛ノ台史跡公園博物館、船橋市郷土資料館、松戸市立博物館

[ 東京都 ] 吾妻考古学研究所、板橋区教育委員会、板橋区立郷土資料館、ウェッジ、大田区立
郷土博物館、お札と切手の博物館、お茶の水女子大学、外務省外交史料館、学習院
大学、清瀬市郷土博物館、建築資料研究社、駒澤大学禅文化歴史博物館、交通新聞
社、国学院大学文学部考古学研究室、国際文化財、国立科学博物館、The Botanical 
Society of Japan、 品川区立品川歴史館、昭和館、ＪＩＣＡ、杉並区立郷土博物館、
大成エンジニアリング、多摩市文化振興財団パルテノン多摩、玉川大学、玉川大学
教育博物館、調布市郷土博物館、TOKYU ROYAL CLUB、東京家政学院生活文化博物館、
東京家政大学博物館、東京都江戸東京博物館、東京農業大学、豊島区立郷土資料館、
豊島区立雑司が谷旧宣教師館、日本学術振興会、日本貨幣商協同組合、日本博物館
協会、日本ファイリング株式会社、日本野鳥の会、パスコ、日立オートモティブシ
ステムズ株式会社、日野市役所、日野市立新選組のふるさと歴史館、府中市郷土の
森博物館、物流博物館、文化庁、法政大学、町田市教育委員会、町田市立自由民権
資料館、港区教育委員会、港区立港郷土資料館、明治大学、森ビル株式会社、文部
科学省、靖国神社社務所、立正大学ウズベキスタン学術交流プロジェクトニュース
レター編集委員会

[ 静岡県 ] 静岡県立美術館、静岡市立登呂博物館、沼津市歴史民俗資料館、三島市郷土資料館、
三島地域資料研究会、焼津市歴史民俗資料館

[ 愛知県 ] 安城市歴史博物館、一宮市尾西歴史民俗資料館、知立市史編さん委員会、豊橋市二
川宿本陣資料館、豊橋市美術博物館、豊橋市美術博物館友の会

[ 山梨県 ] 環境省自然環境局生物多様性センター、南アルプス市教育委員会
[ 群馬県 ] 渋川市教育委員会
[ 福島県 ] いわき勿来関文学歴史館
[ 長野県 ] 茅野市教育委員会、茅野市美術館、茅野市八ヶ岳総合博物館
[ 新潟県 ] 奥山荘郷土研究会、十日町市博物館、新潟市文化財センター
[ 富山県 ] 高岡商工会議所
[ 岐阜県 ] 藤村記念館
[ 三重県 ] 亀山歴史博物館、鈴鹿市考古博物館
[ 和歌山県 ] 和歌山県立自然博物館、和歌山県立文書館
[ 奈良県 ] 奈良県立大学ユーラシア研究センター事務局、奈良文化財研究所埋蔵文化財センター
[ 滋賀県 ] 草津宿街道交流館
[ 大阪府 ] 大阪市立自然史博物館、富田林市教育委員会、吹田市立博物館
[ 兵庫県 ] 人と防災未来センター
[ 広島県 ] 熊平製作所
[ 岡山県 ] 岡山民俗学会
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旧吉田茂邸（郷土資料館別館）学芸活動

■ ミニ企画展
ミニパネル展「白洲次郎と吉田茂」
期　　間／平成 30 年 4 月 28 日（土）～ 9 月 30 日（日） 
開場日数／ 131 日間
会　　場／旧吉田茂邸 展示・休憩室
観覧者数／ 24,052 人
趣　　旨／吉田茂の側近として GHQ との交渉を担った白洲次郎に焦点をあて、白洲次郎の生涯と吉
田茂との関係、および白洲が関わった日本国憲法の制定とサンフランシスコ講和会議のエピソードを
紹介する。
内　　容／

（1）白洲次郎の生涯
白洲次郎の生涯を年表で追うほか、妻である正子についても取り上げる。

（2）白洲次郎と吉田茂
白洲次郎と吉田茂との出会いについて紹介する。大磯の樺山資紀の別荘に孫である正子と白洲次郎が
頻繁に来訪し、吉田茂とも交流を深めたエピソードなどを取り上げる。

（3）日本国憲法制定とサンフランシスコ講和条約
戦後の占領期に白洲次郎が関わった日本国憲法制定とサンフランシスコ講和条約締結についてのエピ
ソードを紹介する。外務省外交史料館や武相荘に所蔵されている資料についても取り上げる。

（担　当）久保庭

ミニパネル展・明治 150 年関連企画「大久保利通の系譜－大久保利通・牧野伸顕・吉田茂－」
期　　間／平成 30 年 10 月 3 日（水） ～ 平成 31 年 3 月 31 日（日） 
開場日数／ 145 日間
会　　場／旧吉田茂邸 展示・休憩室
観覧者数／ 32,884 人
趣　　旨／明治 150 年の関連企画として、大久保利通、利通の次男・牧野伸顕とその娘婿である吉
田茂という繋がりから、明治・大正・昭和の時代を振り返る。
内　　容／

（1）大久保利通
大久保利通の事績や大久保から吉田茂に至るまでの大久保家家系図についてみる。また、大久保から
牧野伸顕ら子どもたちに送られた書簡を紹介する。 

（2）牧野伸顕
幼少期をアメリカで過ごし、大久保利通亡き後は外務省に入省、のちに文部大臣、内大臣などを歴任
する。昭和天皇の信任も厚かった牧野の事績を追う。また、吉田茂と交わした書簡などを展示する。

（3）吉田茂
大久保と牧野に対する吉田茂の思いについて、吉田茂の回想で語られているものを中心にピックアッ
プする。

（4）七賢堂
明治の元勲と吉田茂との繋がりという視点から、七賢堂を取り上げる。

（担　当）久保庭

[ 山口県 ] 伊藤公資料館
[ 高知県 ] 高知県牧野記念財団
[ 福岡県 ] 株式会社ホープ
[ 長崎県 ] 西海市
[ 岩手県 ] 奥州市牛の博物館
[ 青森県 ] 青森県立郷土館
[ 北海道 ] 帯広百年記念館、美幌博物館
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■ 藤沢市連携事業
＜講演会と見学会＞
講演会「吉田茂が少年時代に学んだ耕余塾」
開 催 日／平成 30 年 12 月 15 日 ( 土 )
場　　所／大磯町郷土資料館　研修室
講　　師／細井　守（藤沢市郷土歴史課　職員）
参加人数／ 11 人

見学会「吉田茂が学んだ耕餘塾ゆかりの場所を巡ってみませんか」
開 催 日／平成 30 年 12 月 15 日 ( 土 )
場　　所／藤沢市明治地区（明治市民センター（明治郷土史料室）集合→汲田墓地→耕餘塾跡→
御霊神社→旧三觜八郎右衛門家住宅（内部見学）→藤澤浮世絵館
参加人数／ 8 人

＜展示＞
大磯町出張ミニ展示　明治 150 年記念企画展「明治の功労者たち―湘南社の活動と近代地方行政」
開 催 日／平成 30 年 11 月 28 日（水）～平成 31 年 1 月 23 日（水）
場　　所／旧三觜八郎右衛門家住宅（羽鳥 3-15-5）

藤沢市主催「～明治・大正・昭和～　吉田茂から三觜家への手紙」パネル展
開 催 日／平成 30 年 11 月 24 日 ( 土 ) ～平成 31 年 1 月 23 日 ( 水 )
場　　所／旧三觜八郎右衛門家住宅（羽鳥 3-15-5）
内　　容／郷土資料館所蔵の写真を展示。また展示資料（吉田茂書簡）釈文作成等の協力。

（担　当）久保庭

■ 講座
「“ 吉田茂 ” を読む」第 1 回
開 催 日／平成 30 年 5 月 12 日（土）
場　　所／旧吉田茂邸 研修室
講　　師／郷土資料館学芸員　久保庭萌
参加人数／ 5 人
趣　　旨／吉田茂に関連する図書を会員とともに講読することにより、吉田茂について学び、旧吉田
茂邸の活性化を図る。
内　　容／第 1 回は吉田茂『大磯随想・世界と日本』（中央公論新社、2015）のうち、『世界と日本』
第三部随想編について取り上げた。参加者には事前にテキストを読んで来ていただき、講師が解説を
行ったのち、参加者から自由に感想を述べていただく時間を設けた。テキストの内容を踏まえた質問
も多く、活発な議論が行われた。

「“ 吉田茂 ” を読む」第 2 回
開 催 日／平成 30 年 9 月 8 日（土）
場　　所／旧吉田茂邸 研修室
講　　師／郷土資料館学芸員　久保庭萌
参加人数／ 2 人
趣　　旨／吉田茂に関連する図書を会員とともに講読することにより、吉田茂について学び、旧吉田
茂邸の活性化を図る。
内　　容／第 2 回は吉田健一『父のこと』（中公文庫、2017 刊）のうち「Ⅰ　父のこと母のこと」
を取り上げた。第 1 回と同じ方法で、テキストの内容を参加者と談話した。吉田茂や吉田茂の家族
に関する質問や感想などが多くだされ、少人数ながら活発な会となった。参加者はいずれも旧吉田茂
邸に来館したことがなく、来館のきっかけとなった。

「“ 吉田茂 ” を読む」第 3 回
開 催 日／平成 31 年 2 月 2 日（土）
場　　所／旧吉田茂邸 研修室
講　　師／郷土資料館学芸員　久保庭萌
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参加人数／ 2 人
趣　　旨／吉田茂に関連する図書を会員とともに講読することにより、吉田茂について学び、旧吉田
茂邸の活性化を図る。
内　　容／第 3 回は吉田健一『父のこと』（中公文庫、2017 刊）のうち「Ⅱ　大磯清談」を取り上げた。
参加者には事前にテキストを読んで来ていただき、講師が解説を行ったのち、参加者から自由に感想
を述べていただく時間を設けた。また、講座ののち邸内の解説を行った。

明治 150 年記念七賢堂特別開扉講演会
「吉田茂の誕生日に知る大磯の七賢人」
開 催 日／平成 30 年 9 月 22 日（土）
場　　所／県立大磯城山公園旧吉田茂邸地区管理棟
講　　師／柴田　紳一　氏（國學院大學文学部准教授）
参加人数／ 68 人
趣　　旨／明治 150 年を記念し、県立大磯城山公園が主催する
七賢堂特別開扉及び吉田茂の誕生日にあわせて、七賢堂に関する
講演会を開催する。講演会を通じて、七賢堂に祀られている人物
への理解を深め、かつ吉田邸と七賢堂の関係についても広く知ってもらうための機会とする。
内　　容／七賢堂に祀られている人物、旧吉田茂邸内に七賢堂が移転になった経緯、及び七賢堂祭に
関するお話をいただいた。

（担　当）久保庭

講演会「牧野伸顕とその周辺」
開催日／平成 31 年 3 月 2 日（土）
場　　所／旧吉田茂邸 研修室
講　　師／松田　好史　氏（霞会館）
参加人数／ 21 人
内　　容／平成 30 年 10 月 3 日からミニパネル企画展「大久保
利通とその系譜―大久保利通・牧野伸顕・吉田茂」を開催してお
り、この展示の関連企画として講演会を開催した。先生には、大
久保利通と吉田茂をつなぐ人物として牧野伸顕を取り上げていた
だき、大久保家のことや牧野と吉田との繋がりなどをお話しいただいた。

（担　当）久保庭

■ 決断に特化した旧吉田茂邸独自イベント
　旧吉田茂邸は、博物館として様々な講座や研修などを行うための研修室が設けられ、昨年 4 月の
開館以来、吉田茂元首相や近代史などを学ぶための講座などを開催している。また、日本の戦後復興
は東洋の奇跡と呼ばれ、吉田茂元首相は中心人物の一人であり、旧吉田茂邸においても戦後復興に向
け様々な決断が行われた場所であることから、「決断の聖地」をキーワードにした就活支援やビジネ
スパーソン向け研修講座を開催している。吉田茂元首相を学びながら、「決断の聖地」をキーワード
にした企業向け研修などへの取組を進め、施設利用の拡充を図る。

商工会共催事業　事業主向け「決断研修」
開催日／平成 30 年 8 月 30 日（木）
場　　所／旧吉田茂邸 研修室
講　　師／柴田　明彦（大磯町参与（旧吉田茂邸担当））
参加人数／ 19 人
内　　容／日々、様々な判断や決断をされている、町内で事業等を営んでいる若手や女性の経営者、
起業家等を対象にした研修会。今回の研修会は、本町の取組を広く周知することも目的とし、報道機
関等へ公開した。

（担　当）齋藤

大磯町職員研修（特別研修）
開 催 日／〔第 1 回〕平成 31 年 1 月 16 日（水）、〔第 2 回〕平成 31 年 1 月 22 日（火）
場　　所／旧吉田茂邸 研修室
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講　　師／柴田　明彦（大磯町参与（旧吉田茂邸担当）） 
参加人数／〔第 1 回〕18 人、〔第 2 回〕14 人
内　　容／幹部候補の職員を対象に、「決断」をテーマに特別研修を実施した。旧吉田茂邸において
吉田茂の考え方を学びながら、「決断」をキーワードに日々の業務における実践的な決断力、決断の
タイミングの見極め方を習得し、それぞれの現場で役立てることを目的とした。

（担　当）齋藤

文化講演会「決断研修講演会」
開催日／平成 31 年 2 月 24 日（日）
場　　所／旧吉田茂邸 研修室
講　　師／山野　かおる　氏（櫻和メンタルクリニック院長）
参加人数／ 37 人
内　　容／大学文学部を卒業後、一般企業勤務を経て、医学部進学を決意し、現在、精神科医として
メンタルクリニックを経営されている先生の歩みについてお話しをうかがう。日々の診療の中で出会
う方の「決断」について思うことや参加者の皆さんがこれからの人生で健やかな「決断」をされる一
助として、認知行動療法やマインドフルネスの基礎をお聞きし、実践演習を行う。

（担　当）齋藤

究
きわ

め人
びと

講演会「魚を究
きわ

める」
開催日／平成 31 年 3 月 3 日（日）
場　　所／旧吉田茂邸 研修室
講　　師／林　公義　氏（横須賀市自然・人文博物館前館長）
参加人数／ 16 人
内　　容／学芸員、研究員の方々に専門的、学術的な調査、研究内容にとどまらず、それぞれの分野
を探究するうえで、得られた人生観をご講話いただく。講話内容については、先生が生物に興味を持
たれたきっかけ、魚類研究のおもしろさ、魚類の不思議な生態、調査、研究の苦労話し、先生のこれ
からの調査、研究活動、これから生物の調査、研究を行う人へのメッセージなど。

（担　当）北水

「「地上学」からみた大磯の再発見」
開催日／平成 31 年 3 月 30 日（土）
場　　所／旧吉田茂邸研修室
講　　師／石川　初　氏（慶應義塾大学大学院政策・メディア研究科教授）
参加人数／ 18 人 
内　　容／慶應義塾大学石川初研究室では、平成 29 年度に大磯町内において 14 週間の現地調査を
行い、各種計測データに基づくまちづくり・デザインの提案を実施した。大学生・大学院生の調査内
容を紹介し、それをもとに「地上学」から見た大磯の再発見についてうかがう。

（担　当）川邉

■ 博物館資料の整備
＜収蔵資料整備＞
映像フィルムデジタル化委託
業 務 内 容 ／ 財 団 法 人 吉 田 茂 国 際 基 金 か ら 寄 贈 さ れ た 映 像 16mm フ ィ ル ム「REPORT TO THE 
ALUMNI」 及 び 音 声 6mm オ ー プ ン リ ー ル「Luncheon for H.E. Shigeru Yoshida President of the 
Society」「自由党大会」の保存処理を行った。
履行期間／平成 30 年 11 月 27 日 ～平成 31 年 1 月 31 日
請 負 者／株式会社東京光音

■ 調度品等の整備
＜調度品製作委託＞
旧吉田茂邸調度品製作委託（その 1）
業務内容／焼失前の旧吉田茂邸に設置されていた調度品のうち銀の間絨毯 1 点の製作を行った。
契約期間／平成 30 年 6 月 29 日 ～ 平成 31 年 2 月 28 日
請 負 者／株式会社丹青社
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旧吉田茂邸調度品製作委託（その 2）
業務内容／焼失前の旧吉田茂邸に設置されていた調度品のうち秋田蕗の屏風 1 点、及び吉田茂書掛
軸 1 点（西小磯地区寄託資料）の製作を行った。
契約期間／平成 30 年 6 月 22 日 ～平成 31 年 2 月 28 日
請 負 者／ナカシャクリエイティブ株式会社

＜映像製作委託＞
旧吉田茂邸映像製作委託
業務内容／吉田茂についてドキュメンタリー性の高い映像及び旧吉田茂邸の再建工事、落成記念式典
に関する映像を製作した。
契約期間／平成 30 年 6 月 28 日～平成 31 年 1 月 31 日
請 負 者／毎日映画社株式会社

■ 刊行物
＜図録・冊子＞
・旧吉田茂邸建物概要（第 2 刷） Ａ 4 判 20 頁 2,000 部（平成 31 年 2 月刊）

・旧吉田茂邸パンフレット Ａ 4 判両面 40,000 部（平成 30 年 5 月刊）
・講演会『吉田茂の誕生日に知る大磯の七賢人』チラシ Ａ 4 判片面 2,000 部（平成 30 年 8 月刊）
・旧吉田茂邸案内チラシ印刷 Ａ 4 判片面 2,000 部（平成 30 年 11 月刊）
・展示解説シート『大磯と吉田茂』 Ａ 4 判両面 10,000 部（平成 30 年 12 月刊）
・展示解説シート『政治家としての吉田茂』 Ａ 4 判両面 10,000 部（平成 30 年 12 月刊）
・展示解説シート『旧吉田茂邸再建事業』 Ａ 4 判両面 10,000 部（平成 30 年 12 月刊）
・旧吉田茂邸パンフレット Ａ 4 判両面 40,000 部（平成 30 年 12 月刊）
・旧吉田茂邸案内チラシ印刷 Ａ 4 判片面 10,000 部（平成 30 年 12 月刊）
・旧吉田茂邸パンフレット Ａ 4 判両面 40,000 部（平成 31 年 3 月刊）

＜チラシ・パンフレット＞

■ 学校教育の施設利用
＜学校教育の施設利用＞

観覧日 学校名 観覧者数

小学校

5 月 18 日 大磯町立国府小学校 1 年生遠足 114 人

5 月 25 日
大磯町立大磯小学校 3 年生総合学習「いっぱい知
りたい大磯町」

150 人

3 月 7 日
大磯町立国府小学校 3 年生社会科「変わるわたし
たちのくらし」

108 人

中学校

7 月 31 日 大磯町立国府中学校職場体験 132 人

9 月 14 日 大磯町立国府中学校 131 人

11 月 2 日
大磯町立国府中学校 1 年生総合学習「大磯町を知
る」

26 人

教員 11 月 6 日 大磯町立大磯中学校 1 年生総合学習「わが町大磯」 18 人

■ 視察・見学対応
＜視察・見学の月別件数＞ 単位：団体

4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計
視　察 5 4 1 5 0 4 3 1 5 1 3 4 36
見　学 1 1 2 1 0 0 2 3 1 0 0 0 11
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＜視察対応＞　館職員が対応した団体のみ記載
・外務省／ 4 月 3 日／ 4 人（國見）
・神奈川県湘南地域県政総合センター／ 4 月 13 日／ 6 人（北水）
・外務省・ブータン王国首脳／ 4 月 13 日／ 13 人（國見）
・国土交通省／ 4 月 16 日／ 25 人（國見）
・神奈川県国際文化観光局／ 4 月 25 日／ 7 人（久保庭）
・神奈川県国際文化観光局／ 5 月 10 日／ 2 人（北水）
・自由民主党神奈川県支部連合会　女性局／ 5 月 23 日
・財務省・国土交通省／ 5 月 29 日／ 23 人（佐川・國見）
・神奈川県公園協会／ 6 月 15 日／ 10 人（佐川）
・西湘二宮人権擁護委員協議会平塚地区部会／ 7 月 11 日
・国土交通省／ 7 月 20 日／ 10 人（國見）
・デイトン市／ 7 月 25 日／ 15 人
・国土交通省／ 7 月 30 日／ 17 人（國見）
・1 市 2 町職員交流会／ 7 月 26 日／（久保庭）
・国土交通省／ 9 月 6 日／ 7 人（國見）
・ブラジル連邦共和国大使／ 9 月 18 日
・国土交通省／ 9 月 18 日
・国土交通省／ 9 月 28 日／ 8 人（國見）
・学識会議／ 10 月 12 日／ 4 人（佐川）
・財務省・国土交通省／ 10 月 19 日／ 13 人
・国土交通省／ 10 月 23 日／ 14 人（國見）
・国土交通省・文化庁／ 11 月 7 日／ 9 人（國見）
・内閣官房・国土交通省／ 12 月 3 日
・国土交通省／ 12 月 19 日／ 8 人（佐川・北水）
・神奈川県政策局／ 12 月 19 日／ 5 人（國見）
・神奈川県副知事ほか／ 12 月 19 日／ 4 人（國見）
・神奈川県警察／ 12 月 20 日／ 5 人（北水）
・大磯町副町長ほか／ 1 月 29 日／ 3 人（佐川）
・大磯町長ほか／ 2 月 4 日／ 4 人
・国土交通省／ 2 月 19 日／ 3 人
・国土交通省／ 2 月 27 日／ 3 人（國見）
・旧財団関係者／ 3 月 8 日／ 1 人（佐川）
・小田原市郷土文化館／ 3 月 28 日／ 3 人（久保庭）
・元旧吉田茂邸利活用検討委員会委員長／ 3 月 29 日／ 1 人（佐川）
・津波対策意見交換会／ 3 月 19 日／ 3 人

＜見学対応＞　館職員が対応した団体のみ記載
・横浜市従業員労働組合婦人部／ 5 月 12 日／ 25 人（國見）
・産業能率大学／ 6 月 6 日／ 4 人（佐川）
・産業能率大学／ 6 月 13 日／ 2 人（佐川）
・野木町民生委員／ 10 月 19 日／ 29 人（川邉）
・さんさん会／ 10 月 31 日／ 42 人（川邉）
・湘南三田会／ 11 月 14 日／ 14 人（久保庭）
・産業能率大学／ 11 月 16 日／ 2 人（佐川）
・神奈川県庁地域政策課／ 11 月 18 日／ 30 人（鈴木千）
・日本造園修景協会／ 12 月 4 日／ 20 人（川邉）

■ 取材対応
＜テレビ＞
・TBS『報道 1930（平成 30 年 11 月 2 日放送）』「旧吉田茂邸の観覧者数」（久保庭）
・テレビ東京『なないろ日和！（平成 31 年 1 月 16 日放送）』「旧吉田茂邸の紹介」（富田）



－　25　－

■ 博物館資料の利用
＜資料の特別利用（旧吉田茂邸）＞

4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月
撮影（研究・学術利用） 0 0 0 0 0 0
撮影（刊行物掲載） 1 0 0 0 0 0
撮影（放映・動画配信） 0 0 0 0 1 0
撮影（ウェブ掲載） 1 1 0 0 0 1
撮影（イベント利用） 0 0 0 0 0 0
データ利用（刊行物掲載） 0 1 1 1 2 3
データ利用（放映） 0 0 0 0 0 1

10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計
撮影（研究・学術利用） 0 0 0 0 0 0 0
撮影（刊行物掲載） 1 0 0 0 0 0 2
撮影（放映・動画配信） 1 0 2 1 1 1 7
撮影（ウェブ掲載） 0 0 0 0 0 0 3
撮影（イベント利用） 0 0 0 0 0 0 0
データ利用（刊行物掲載） 0 1 1 3 2 1 16
データ利用（放映） 0 0 0 0 0 0 1

学芸員の調査、研究、普及活動

＜通年の活動＞
・博物館資料調査／年間／大磯町内外（学芸員全員）
・駒澤大学博物館学講座講義／年間／駒澤大学（國見）
・東海大学博物館学講座講義／後期／東海大学（國見）

＜庁内事業への協力＞
・新採用職員研修会講義／ 4 月 26 日／大磯町保健センター（國見）

＜学校教育との連携＞
郷土資料館の見学・学習指導

講義名 月日 場所 担当
大磯町立国府小学校 1 年生遠足 5 月 18 日 郷土資料館 ―
大磯町立大磯小学校 3 年生総合学習

「いっぱい知りたい大磯町」
5 月 25 日 郷土資料館 富田

大磯町立国府中学校職場体験 7 月 31 日 郷土資料館 北水
大磯町立国府中学校 9 月 14 日 旧吉田茂邸 ―
大磯町立国府中学校 1 年生総合学習

「大磯町を知る」
11 月 2 日 郷土資料館・旧吉田茂邸 富田・久保庭

大磯町立大磯中学校 1 年生総合学習
「わが町大磯」

11 月 6 日 郷土資料館 久保庭・川邉

大磯町立大磯中学校 3 年生「おおいそ散策」 2 月 20 日 郷土資料館・旧吉田茂邸 ―
大磯町立国府小学校 3 年生社会科

「変わるわたしたちのくらし」
3 月 7 日 郷土資料館 久保庭・川邉

学校等への講師派遣
講義名 月日 場所 担当

大磯町立大磯小学校 3 年生総合学習
「もっと知りたい大磯町」

5 月 15 日 大磯小学校 富田

大磯町立国府小学校 4 年生理科学習
「春の生き物」

5 月 18 日 国府小学校 北水

大磯町立国府小・中学校生沢分校総合学習
「漂着物を使った美術品製作」

5 月 26 日 県立おおいそ学園 北水

大磯町立大磯小学校 3 年生総合学習
「たくさん知りたい大磯町」

6 月 5 日 大磯小学校 北水
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講義名 月日 場所 担当
大磯町立大磯幼稚園「磯あそび」 6 月 11 日 照ヶ崎海岸 北水
大磯町立国府小学校 4 年生理科学習

「夏の生き物」
7 月 11 日 国府小学校 北水

大磯町立国府小学校 4 年生理科学習
「秋の生き物」

11 月 8 日 国府小学校 北水

大磯町立大磯小学校 3 年生社会科学習
「昔の道具とくらし」

2 月 5 日 大磯小学校 富田・川邉

大磯町立国府小学校 4 年生理科学習
「冬の生き物」

2 月 13 日 国府小学校 北水・村田

教員を対象とした講義
講義名 月日 場所 担当

大磯町立学校新採用教職員研修会講義 5 月 15 日 郷土資料館 北水
神奈川県高等学校教科研究会理科部会生物研修
委員会主催研修会講義「高麗山の自然について」

5 月 23 日 大磯町生涯学習館他 北水

公立学校教職員社会体験研修
7 月 25・
28・29 日

郷土資料館・旧吉田茂邸 北水・富田

平成 30 年度大磯町教育研究所主催「総合学習
に生かせる大磯の自然散策」

8 月 23 日 大磯町国府地区 北水

＜各種団体との連携＞
郷土資料館における講演・学習指導等

講義名 月日 場所 担当
杉並区自然観察会「大磯町の植生」 5 月 25 日 郷土資料館 北水

各種団体への講師派遣
講義名 月日 場所 担当

平塚市環境政策課子ども環境教室（海岸編）
「相模湾の動植物について」

6 月 2 日 平塚市南部福祉会館他 北水

ゆめクラブ東寿会「祭りから見た歴史」 6 月 29 日 東町福祉会館 川邉
神奈川県立公文書館「古文書講座入門編　秋」 9 月 2 日 県立公文書館 富田
にのみや町民大学講座「（防災講座）二宮・大
磯地区の自然災害の歴史から学ぶ」

3 月 9 日 二宮町生涯学習センター 富田

＜学会・研究会との連携＞
研修会・会議出席等

名称 月日 場所 担当
神奈川県博物館協会　平成 30 年度第 1 回役
員会・総会・第 1 回研修会

5 月 18 日 県立歴史博物館 國見

全史料協関東部会平成 30 年度第 1 回運営委
員会

10 月 29 日 法政大学市ヶ谷キャンパス 富田

第 44 回全史料協全国大会 11 月 8・9 日 沖縄県市町村自治会 久保庭
平成 30 年度自然史標本データベース神奈川
委員会会議

11 月 22 日
県立生命の星・地球博物
館

國見・北水

第 66 回全国博物館大会 11 月 28 日 東京文化会館 國見
神奈川県博物館協会平成 30 年度第 2 回役員会 12 月 7 日 県立歴史博物館 國見
全史料協関東部会第 298 回定例研究会「全
史料協全国（沖縄）大会参加報告会」

12 月 20 日 川崎市公文書館 久保庭

全史料協関東部会平成 30 年度第 3 回運営委
員会

2 月 18 日 法政大学市ヶ谷キャンパス 富田

神奈川県博物館協会平成 30 年度第 3 回役員会 3 月 15 日 県立歴史博物館 國見
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＜執筆＞
國見　徹

2019.  3.  「開館 30 周年記念企画展開催報告」『Report －大磯町郷土資料館だより』39　大磯町郷
　　　　　　土資料館

北水　慶一
　2019.  3.  「開館 30 周年記念企画展開催報告」『Report －大磯町郷土資料館だより』39　大磯町郷
　　　　　　土資料館

富田　三紗子
　2018.  4. 「大磯町郷土資料館リニューアルオープン一周年を迎えて」『地方史研究』392 地方史研
　　　　　　究協議会
　2018. 10. 『明治の功労者―湘南社の活動と近代地方行政―』 大磯町郷土資料館
　2019.  3. 「開館 30 周年記念企画展開催報告」『Report －大磯町郷土資料館だより』39　大磯町郷
　　　　　　土資料館
　2019.  3. 「招仙閣とその跡地について」『年報－平成 29 年度－』大磯町郷土資料館

久保庭　萌
　2018. 10. 『明治の功労者―湘南社の活動と近代地方行政―』 大磯町郷土資料館

川邉　絢一郎
　2018. 12. 「神奈川県中郡大磯町の「高麗の山神輿」」『西郊民俗』第 245 号　西郊民俗談話会
　2019.  1. 「「復活」した神事―伊勢原・高部屋神社の「汐汲み神事」」『民俗』第 246 号　相模民俗
　　　　　　学会
　2019.  3. 「開館 30 周年記念企画展開催報告」／「民俗マンスリー展示の実施について」／「平成
　　　　　　29 年度春季企画展「ちょっと昔の暮らしと道具」開催報告」『Report －大磯町郷土資
　　　　　　料館だより』39　大磯町郷土資料館
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